
7． 総合考察 

 

「特別支援教育における ICF-CY の活用に関する研究―活用のための方法試案の実

証と普及を中心に―」と題した本研究においては，特別支援学校の学習指導要領等の解

説に示された「ICF の考え方」をベースにしながら，それを具体的に実践につなげて

いくための研究として取組んだ。 

具体的には，平成 21 年(2009 年)度の終了課題「特別支援教育における ICF-CY の活

用に関する実際的研究」で開発した活用を支える方法試案としての活用支援ツールに

ついて実証し，より学校現場等で使いやすい，効果的なものに改善した上で普及を図

ることを目的とした。また，併せて活用支援ツールは活用していないが何らかの方法

でこれまで ICF/ICF-CY を活用してきた学校における活用後の効果について検討する

とともに，多職種間連携に活用した事例，生徒本人が活用する事例，幅広い障害種の

事例を収集・分析し，活用の可能性についても検討した。 

 

研究成果を教育現場等に還元することを研究活動のビジョンとする本研究所として，

本研究の成果報告書を作成するにあたり，次の点に留意した。すなわち，①これまで

の一連の研究で開発した活用支援ツールの実証と改善を行い，それらを行った事例を

掲載すること，②学校の中だけに完結しない，多職種間で連携した事例を掲載するこ

と，③生徒本人による ICF/ICF-CY 活用事例を掲載すること，④これまで報告が多か

った知的障害・肢体不自由・病弱以外の障害種事例の充実を図ること，である。 

 このことを踏まえた報告書の構成として，総論編，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの

実証：理論編，ICF/ICF-CY 活用支援ツールの実証：事例編，多職種間連携事例及び

本人参画事例等，を柱とし，さらに関連した有用な資料を資料編として収める形をと

った。以下，章ごとに概観する形を以て総合的に考察する。 

 

総論編は，まず，「特別支援教育における ICF/ICF-CY の活用の効果に関する検討」

として，今回実証した活用支援ツールは用いられていないが，これまで特別支援学校

において実際に ICF/ICF-CY の活用にかかわってきた教職員を対象にした聞き取り調

査を通して，活用後の効果について検討した。その結果，各校固有の背景・目的のも

とでの固有の効果とともに，個別の教育支援計画策定が求められた共通した時代背景

のもとで，主障害やや学校内の様子のみにとどまらず，より幅広く子どもを捉えるこ

とが可能となった等の効果が確認された。次に，「本人参画と多職種間連携の意義と展

望―キャリア教育と ICF の視点から－」として，本報告書作成において重視した，本

人参画と多職種連携の取組の意義について，ICF とキャリア教育の視点から検討し，

後述される実践事例への解説も行った。 

 

理論編：ICF/ICF-CY 活用支援ツールの開発と実証では，まず，「特別支援教育にお

ける ICF/ICF-CY 活用支援ツールの開発と実証の必要性について」として，特別支援

教育における ICF/ICF-CY 活用では，前述の解説で示された ICF の考え方と，それを
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